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わ

れ

わ

れ

は

、

(

五

日

)

、

国

鉄

当

局

が

四

日

に

引

き

続

き

、

ス

ト

破

り

助

役

機

明

士

の

導

λ
を

強
行
し
た
と
と

K
対
し
怒

D
を
込
め
え
坑
議
の
請
い
と
し
て
特
急
・
急
行
列
車
の
二
四
持
問
指
名
ス
ト
ラ

イ
キ

K
突
入
し
、
権
力
・
国
鉄
当
局
・
「
本
部
」
革
マ
ル
分
子
の
弾
正
・
介
入
策
自
動
を
完
全

K
粉
砕
し
て

髄
い
抜
量
、
ま
す
ま
す
国
鉄
当
局
を
追
い
つ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
院
、
す
で

K
津
田
沼
・
千

葉
転
を
は
じ
め
と
す
る
全
拠
点
で
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ

K
突

入

し

乞

い

る

。

わ

れ

わ

れ

は

、

断

盟

た

る

万

全
の
笥
争
態
勢
で
本
日
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
を
防
衛
・
貫
徹
し
志
村
れ
ば
左
ら
左
い
。
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昨

日

一

一

日

以

降

の

闘

仰

を

引

き

継

ぎ

、

四

九

本

の

特

急

・

急

行

列

車

を

ぶ

つ

と

め

る

，

f

国
鉄
当
局
路
、
わ
が
動
労
千
葉
の
三
月
二

H
以
降
の
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
延
長
阻
止
の
ス
ト
ラ
イ
キ

K
対
し
、

つ
い

K
、
一
昨
日
(
四
日
)
以
降
、
助
役
機
関
L
L
ー
と
い
う

国
鉄
史
上
か
も
て
左
い
公
然
え
る
ス
ト
破

b
を
導
入
し
て

き
た
。乙

の
暴
挙

K
対
し
、
四
日

K
位
、
函
労
千
葉
地
本
が
わ

か
動
労
千
葉
の
ジ
ェ
ッ
ト
列
喧
危
名
ス
ト
ラ
イ
キ
に
呼
応

し
て
列
車
掛
の
乗
務
を
拒
否
し
て
闘
い

K
起
ち
上
っ
た
の

で
あ
っ
え
。

む
が
勤
労
千
葉
の
三
月
決
戦
ス
ト
ラ
イ
千
院
、
確
実

K

闘
う
労
働
者
・
人
民
の
心
を
揺
り
動
か
し
て
い
る
。

と
う
し
た
二
日
以
惑
の
闘
い
の
或
果
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら

K
四
日
か
ら
の
ス
ト
破

D
助
役
機
鴻
士
導

λ

K
怒

b
を

込
め
て
昨
日
(
五
日
)
、
特
急
・
急
行
列
車
の
治
名
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
そ
し
て
管
内
の
特
急
・
急
行
列
車

五
八
本
の
う
ち
、
両
国
六
時
一
ニ
十
分
発
一

o
-
M館
山
行

・
内
房
一
吉
の
脂
名
ス
ト
突

λ
を
皮
切

p
k
、
合
計
四
九

本
の
特
急
・
急
行
列
車
生
止
め
る
繭
い
を
敢
然
と
闘
い
扱

い
た
の
で
あ
る
。

一
方
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
列
車
は
、
わ
か
動
労
千
葉
の
引
き

続
く
ス
ト

-
7
f
キ

K
対
し
、
当
局
・
公
安
に
手
厚
く
守
ら

れ
た
助
役
機
関
士
と
「
本
部
し
派
裏
切

D
分
子
を
乗
り
込

ま
ぜ
、
ス
ト
破
り
を
公
然
と
行
左
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

労

働

運

動

の

戦

闘

的

転

換

と

動

労

大

改

革

を

め

ざ

し

、

決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
を
断
固
貫
徹
せ
よ
a
f

い
よ
い
よ
、
全
組
合
員
総
決
起
態
勢
の
下
、
本
日
、
わ

れ
わ
れ
は
全
面
ス
ト
貫
徹
の
笥

w
k
突
入
し
た
。

乙
の
わ
が
勤
労
千
葉
の
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
す
で

K

明
ら
か
念
ょ
う

K
、
鈴
木
自
民
党
内
閣
が
進
め
る
軍
事
大

国
化
・
憲
法
改
悪
攻
撃
を
粉
砕
す
る
闘
い
で
あ
り
、
労
農

連
帯
の
真
価
を
か
け
た
三
里
塚
二
期
工
事
阻
止
の
蘭
い
で

八
一
春
雨
閣
の
突
破
口
を
切

b
拓
く
闘
い

で
あ
る
と
司
時
に
、
日
本
労
働
還
動
の
右
傾
化
し
彦
業
報

明
会
化
の
宇
か
れ
を
h
F

し
と
ど
め
、
戦
論
酌
再
生
も
を
か
ち

f

と
る
闘
い
で
あ

D
、
そ
し
て
圏
、
労
・
動
労
中
央
か
魯
鉄
か
せ

ら
ス
ト
ラ

4
キ
を
一
掃
す
る
攻
撃
を
し
て
の
ご

5
二

億

砕

円
」
損
賠
路
線

K
屈
服
し
、
三
五
の
人
体
制

K
協

力

し

て

粉

日
る
中
で
、
問
国
鉄
労
働
運
動
の
戦
闘
酌
転
換
を
か
ち
と
り
-
を

と

D
わ
け
動
労
「
本
部
」
革
マ
ル
分
子
一
掃
・
動
労
大
改
撃

革

を

実

現

す

る

怠

大

友

一

闘

い

左

の

で

あ

る

。

攻

国
鉄
当
局
は
、
「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
列
車
を
メ
ン
ツ
に
か
壊

け
て
も
一
本
ー
も
止
め
さ
せ
る
き
と
異
常
と
も
い
う
べ
き
破

失

意

で

抑

圧

体

制

を

も

っ

て

の

ぞ

ん

で

い

る

。

織

一
方
、
動
労
「
本
部
L

革
マ
ル
分
子
は
、
重
大
左
意
義
唱

を
ひ
め
た
わ
が
動
労
千
葉
の
三
月
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
の
意
か
ロ

義
を
何
ん
と
か
低
め
、
介
入
し
、
破
壊
せ
ん
と
し
て
、
連
既

日
、
当
局

K
手
厚
く
守
ら
れ
て
ス
ト
破

D
Z
行
な
っ
て
い

t
ゃ

r
一

る

の

で

あ

る

。

固

わ
れ
わ
れ
紅
、
権
力
引
国
鉄
当
局
・
「
本
部
」
革
マ
ル
強

反
動
分
子
左
ど
か
ら
の
様
々
左
ス
ト
圧
殺
・
介
入
攻
撃
を
の

一
三

O
O
組
合
員
の
一
丸
と
左
っ
た
団
結
力
・
組
織
力
を
按

も
っ
て
粉
砕
し
、
本
日
の
二
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
防
衛
家

.
貫
徹
し
よ
う
で
は
左
い
か
。
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F

あ
る
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さ
ら
に
、


